
古川町出張報告（概要） 

 

 

１． 期間：平成 15 年 9 月 30 日～10 月 1 日 

２． 日程：９月 30 日（火） 午後 宮川村役場 

   夕方 古川町畦畑地区 

   10 月 1 日（水） 午前 古川町まちづくり委員 

    午後 神岡町スーパーカミオカンデ 

３． 参加者 

委員  荒井 良雄   東京大学大学院総合文化研究科教授 

江崎 雄治   専修大学文学部専任講師 

大西 隆     東京大学先端科学技術研究センター教授 

菅沼  武    岐阜県古川町長 

古川 勇二   東京農工大学工学部教授 

社団法人ＴＡＭＡ産業活性化協会会長 

山岸 秀雄 ＮＰＯサポートセンター理事長 

 

 事務局 高橋 義明 国土交通省国土計画局総合計画課 

  石垣 和子 国土交通省国土計画局総合計画課 

  濱田 賀夫 国土交通省国土計画局総合計画課 

  佐藤 絵里 国土交通省国土計画局総合計画課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 



４．ヒアリング（概要） 

 

・ 町民に任せるやり方、新しい生き方を提案するまちづくり、住民でつくるまちづくりを

進めてきた。自らの住環境をよくしたい、住環境を子や孫のためによくしたいという

努力をするということ。その結果として、人が観光でくることになった。 

・ 古川町の景観条例についても、まちの人がつくった。1言１句意見をまちのひとから

聴いた。家を建てる時に申請が必要であるが、そうした作り方をしたため、反発が

少ない。 

・ ボランティアというと市民に叱られる。やって当り前という意識がある。 

・ 古川は盆地であり、頻繁に朝霧が立つ。朝霧が立つのは町に水の循環が保たれ

ているためであり、こうした状況を残していくことが重要。町としても「朝霧たつ都」を

キャッチフレーズとしているが、「朝霧」という言葉を、環境保全や景観等総合的な

環境改善のためのシンボルとして用い、住民にわかりやすいものとしたいと考えて

いる。 

・ 森林保全、環境保全という観点からもっと森林政策を国策として考えてほしい。流

木による被害は下流域の都市まで影響を与える。当地ではスギではなく、ナラ、ケ

ヤキ等の広葉樹の適地であり、これらに戻していくことが国土保全に繋がる。水源

の一番奥地にあるのは国有林であり、ここの管理を地元に財源とともに委ねること

も検討すべき。 

・ 道路拡幅により都市への通勤圏内に入れる。そうすれば自然環境のよい地域で若

者も定住を続けることができるのではないか。 

・ 我が国では最盛期には1年に190万戸住宅を作っていた。当然大工の人数は追い

つかないため、職人を必要としないで作れる住宅が増えた。今、再び職人に注目が

集まっているが、職人をつくるには、職人の仕事をつくる、すなわち職人を必要とす

る生活を作ることが必要で、我々の生活スタイルを変えねばならない。 



　　宮川村

古川町出張報告（2003.９.30～10.１）

　　古川町

1999.9.15の豪雨災害後、復旧された河川

AM8:00、標高1100ｍ程の高さから見た
朝霧（古川の町はこの霧の下に・・）

通りに面して、花を生ける家々

瀬戸川には1000匹ほどの
鯉が泳ぐ（4月～11月）。
川の掃除は住民による。

1999.9.15の豪雨災害の被害状況を振り返る


